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はじめに 

■FMS とは？ 

お金の計算、資産運用スタート、お金の価値観を変えることを目的とし、 

知識を得るだけでなく、実践するスクール 

 

■注意事項 

・スクールの時間は大体、土曜日の１４－１６時 

 ※見逃した方は、動画で受講を。 

・受講中はミュート。発言する際には解除。 

・質問時は、zoom のチャット機能を利用。 

 なるべく思ったときにすぐ質問を！分からない事を分からないままにしない 

・遅刻厳禁。遅れる時は連絡を！ 

・遅れる事で、遅れが生じ、他人の時間を奪を奪うことになるので相手のことを尊重！ 

・聞く時間が多い為、無表情になりがち気持ち大きめのリアクションをお願いします！ 

 

 

 

■毎月の投資額を計算しよう！ 

 毎月の投資金額を決める前に現状の資産状況、収支を確認。 

 「収支—投資額＝生活費」になるのが理想 

 

 計算シートを使用して計算する 

 下記よりダウンロードして使用 

■ Windows 用エクセルシート  ■ MAC 用 numbers シート 
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１．現状の把握 

 現状の資産、負債がどれくらいあるか入力し、純資産を計算する。 

 ①～④の順番に入力していく。 

 ※赤枠内は計算式が入っているので入力しない！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入力の際の Point 

※１不動産 

 売却するとしたらの金額。査定してもらうとより正確な金額がでる。 

 参考目安としては以下の通り。 

 ・新築の場合・・・ざっくりとした価値は購入時の半額と考える。築年数にもよる。 

 ・中古の場合・・・７割くらいの価値。 

※車 

 購入した時の３割の価値で計算。 

 

保険や iDeCo など

は空白に追加する 

※１ 

※２ 
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次に、現在の生活費とキャッシュフローの①②を入力。 

現状の月々の生活費、年間通して、黒字か赤字かをチェックする。 

現状の生活費を把握することで、投資をするお金があるか判断でき、 

捻出できない場合（赤字）、まずはこの生活費から見直しが必要となる。 

※赤枠内は計算式が入っているので入力しない！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※手取りを入力 

年２回合計÷１２か月 

を入力 

年２回合計÷１２か月 

を入力 

マンションの場合 

修繕費も含む ※↑平均値 
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２．退職後（老後）の生活費を計算 

 退職後の収入と支出を入力し、算出する。 

 ①～⑤に沿って、入力すると、⑥、⑦が算出させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 

※２ 

※３ 

※４ 

※５ 

④を入力する際の注意点 

赤枠内は計算式が入っている

が、削除・減らす場合は 

年の部分のみ変更する！ 
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■ 収入－支出（年） 

■ インフレ係数での支出合計（年） 

■ 収入－インフレ係数での支出（年） 
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■入力の際の Point 

 ※赤枠内は計算式が入っている注意！ 

 ①年金について 

  正確な金額が分かっていれば、正確な金額を入力 

  年金定期便が届くので、そこから算出する 

  ただし、税金がひかれるので算出した金額より減ることを覚えておく！ 

  →年金シミュレーションで算出 

参照 https://www.smbc.co.jp/kojin/special/nenkin/simulation/simulation.html 

  検討がつかない方、青枠内の現在の平均的な年金を参考にする 

  ※１単身で、定年まで働いた場合。 

  ※２社会保険から一時的はいっていなかった場合。定年まで加入した場合は 

※１の金額×２ 

  ※３どちらかが専業主婦夫だった場合 

  ※４単身の個人事業主の場合 

  ※５夫婦どちらも個人事業主の場合 

 

 ②年金係数 

 年金は減っていくと念頭に置いていく 

 若ければ若いほど減っていく 

 該当る年数の係数を入力する 

 

 ③インフレ係数 

 物価上昇を念頭に想定する。 

 退職までの年数を選び、入力する 

  

 ④固定費・変動費から退職後にかからないものを削除もしくは減らす 

  ※現在の生活費とキャッシュフローで入力した数値がそのまま反映されいている。 

  例）住宅ローンが終わっているものは０ 

    保険の積立が終わっているものは０ 

 ⑤項目にないものは追加し入力する 

  ※医療非は今よりかかる計算で組み込んである 
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３．退職後に必要な資産と毎月の投資金額を計算する 

 ①～④に沿って進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入力の際の Point 

①退職金がもらええると分かっている人は青枠内に入力 

②青・赤・黄色の部分を下記のサイトにて計算する。 

計算したらそれぞれの色の部分に入力する 

https://trust.shinseibank.com/shinsei-calc/で計算する 

 【例】上記赤色￥74,850,000の入力の場合 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに 82000 と⼊⼒ 
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４．毎月投資金額を決める 

  ・基本的には黄色に入力した金額を毎月投資していく。 

  ・この計算シートでは、少し多めに試算している。 

   なぜか？→想定値に届かない場合がある。※投資は絶対ではない。 

   足りなかったとならないように！ 

  ・ライフスタイルが変わっていくときに、再度見直しも必要 

  ・もっとゆとりのある生活をしたいなと思ったら、老後の生活費のシートを編集して 

   改めて投資金額を算出する。 

 

 Point！とにかくコツコツ続けていくことが大事！ 

 

Q＆A 

Q1. 教育資金も資産運用するとしたら、老後資金にプラスして投資したが 

いいか？その場合は、積立シミュレーションを使うのか？ 

 

A1. 積立シミュレーションを使用して計算する。 

   ただし学費だと運用年数が短いため、８％の利回りではなく 6％で考える。 

   【例】１５年で利回り６％、５００万円を貯めるとしたら 

      毎月 1万８千円を老後資金と併せた金額を投資していく。 

 

Q2. ８％の利回りは高い方だが、本当にそのくらいの利回りになるのか？ 

 

A2. 長期運用での利回りは少し違う。毎年８％増えるわけではない。 

   長期運用の場合、株価が高くなった時、低くなった時に購入するので平均値をとれ 

   １５年、２０年の平均をとると、８％になる。 

   日本の利回りが異常に低いので大丈夫かな？と思ってしまうかもしれないが、 

   市場平均率は、６％～９％と言われている。 

 

Q3. 毎月株を購入する金額＋で余裕があったら、買った方がいいか？ 

 

A3. 投資してもいい。 

   ただし、必ずではなくて、老後資金がかつかつで計算している人なら投資した方が

いいが、余裕を持たせているひとは、今使うっていうのもあり。 

   将来に使った方がいいのか、今使った方がいいのか考える。 


